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論文の要旨（日本語で記載） 

舌は舌筋が粘膜に覆われた臓器で，口腔の多様で複雑な運動を中心的に担うことから，

舌がん切除後などに生じる舌筋量の減少とそれに伴う運動制限は QOL を大きく低下させ

る．しかし，失われた舌筋を再生し機能を回復させる再建法は確立されていない． 

 骨格筋は侵害刺激を受けると Pax7 陽性の骨格筋組織幹細胞であるサテライト細胞がす

みやかに活性化し増殖を開始する．十分に増殖したサテライト細胞は互いに融合し，多核

の骨格筋線維を形成することで再生が完了する．しかし，これまでの骨格筋研究の対象は

四肢の筋が中心であり，舌筋は発生起源や機能特性が四肢体幹筋とは大きく異なるにも関

わらず，その再生過程は全くわかっていない．そこでわれわれは，マウス舌筋再生モデル

を樹立し，骨格筋研究で頻用される前脛骨筋（TA）と再生過程を比較検討した． 

 5 週齢雄 C57BL/6N マウスの舌筋と前脛骨筋に 1 mg/ml の CTX を 50 μl ずつ注射した．

舌筋では TA と同様に，CTX 注射後 1 日後に広範な壊死巣形成が認められ，7，14，21 日

後には中心核を持つ筋線維が観察された．さらに，21 日後には壊死組織は完全に新生筋線

維に置換されていた．次に，舌の上皮組織と筋組織を酵素で分離し，磁気ビーズを用いた

セルソーティングシステムにより、舌由来のサテライトを単離した．舌由来のサテライト

細胞は TA と同様に自発的な収縮と筋原性マーカーの発現を伴う成熟した筋管に分化した

が，その分化速度は舌のほうがやや速かった．舌と TA 由来サテライト細胞の遺伝子発現

を比較したところ，HOX ファミリーを含む位置特定遺伝子の発現に違いがあることが判明

した． 

 われわれは，顎顔面分野の研究に有用な舌の再生モデルを確立し，舌のサテライト細胞

の性質は四肢のそれとは異なることを示した．今後本研究を舌の再生医療へと展開してい

きたい。 

 


